
オープンファクトリー福岡の魅力発信・誘客推進事業 質問書に対する回答

仕様書ページ
公募要領ページ等

質問内容 回答

1
仕様書
P.2 4(3)

・パンフレット制作の中で「A3三つ折サイズ」の折った後の最終的なサイズは140
×210mmか。
・規定サイズ外サイズになった場合、料金割高になる関係で情報量としてA3三つ
折り【程度】で起案・算出してもよいか。

最終的なサイズは、掲載内容に応じ、効果的なものを検討のう
えご提案ください。料金試算の根拠として「A3三つ折程度」と想
定いただくことは問題ありません。

2
仕様書
P.2 4(3)

パンフレット制作の中で文章と画像は支給していただく想定か。それとも完全オリ
ジナルで取材・撮影して作成する想定か。

県から提供する素材は契約締結後に協議のうえ決定します。な
お、記事作成に必要な情報収集、画像収集、掲載許可の取得
等は原則として受託者において行ってください。

3
仕様書
P.2 4(3)

パンフレット制作の中で制作に伴うMAPは支給していただく想定か。それとも新規
作成する想定か。

提供は想定しておりません。パンフレット構成に合わせて、効果
的な内容をご提案ください。

4
仕様書
P.2 4(3)

パンフレット制作の中で「各工房の特徴～を盛り込む」とありますが、対象となる
工房の総数は何件か。また、想定工房名を御教授いただくことは可能か。

県観光情報サイト『クロスロードふくおか』のオープンファクトリー
紹介ページに掲載中の6工房を必ず盛り込んでください。各工房
名は同ページにてご確認ください。なお、この6工房に加え、掲
載により効果が見込める工房がございましたら、あわせてご提
案ください。

5
仕様書
P.1 4（1）(2)

・インバウンドWEBメディアの指定本数・指定言語の有無（4媒体・5言語は妥当
か）
・ツアーの実施回数・参加者数の目安（春秋2回・各20名は妥当か）
・クロスロードふくおかとの連携範囲（コンテンツ流用可否）
・ツアーは有料コンテンツとして実施は可能か。
・ツアーで得た収益は今回の実施予算の中に計上していいのか。収入は別途県
の収入として計上するのか。
・現状工房で実施ている体験型のコンテンツとの連動は可能か。

・各数値（本数、言語、回数等）について、効果的な内容を検討
のうえご提案ください。
・クロスロードふくおかとの連携について、契約締結後に県と協
議のうえ決定します。
・ツアーの有料化は想定していません。
・既に工房で実施している既存コンテンツとの連動を想定してい
ます。



オープンファクトリー福岡の魅力発信・誘客推進事業 質問書に対する回答

仕様書ページ
公募要領ページ等

質問内容 回答

6
仕様書
P.2 4（3）

・PR資料の配布部数の目安はあるか。
・広告予算配分の制約（媒体費の上限比率等）はあるか。

・ホテルや観光案内所等への配布部数は、契約締結後、県と協
議のうえ決定します。
・予算配分の制約はありません。効果的な配分をご提案下さ
い。

7 その他 過去事業者からの引き継ぎ資産（写真・動画素材の活用可否）
県から提供する素材は、契約締結後に協議のうえ決定します。
なお、仕様書のとおり記事作成に必要な素材収集および権利
処理等は、受託者において行ってください。

8
仕様書
P.1 4（1）

取材先の選定は提案の範囲内か。それとも県から指定があるか。

県観光情報サイト「クロスロードふくおか」内のオープンファクト
リー紹介ページに掲載中の６工房は必ず取材してください。そ
の他の取材先については、効果的な内容を検討のうえご提案
下さい。

9
仕様書
P.1 4（1）

貴県での記事の校正確認は日本語のみか。
日本語のみを想定しています。なお、その他言語での作成・確
認は、仕様書のとおり当該言語のネイティブまたは同等の能力
を有する者が行ってください。

10
仕様書
P.2 4（3）

「6言語のページへ誘導するQRコード」とありますが、こちらは「クロスロードふくお
か」のwebページのことで相違ないか。

ご認識のとおりです。

11
公募要領
P.2 6（1）

企画提案書は表紙を入れて20ページ以内か。 表紙を除き20ページ以内で作成してください。

12
仕様書
P.1 4（2）

参加者について、『県内のコンシェルジュデスクがあるホテルのコンシェルジュ』と
あるが、ホテルコンシェルジュが専用カウンターに常駐していないホテルも対象と
することで問題ないか。

常駐の有無は問いません。ホテルコンシェルジュ向けとして業
務に従事されている方であれば対象として問題ございません。


